
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◎4/10出席報告 

   

◎ ソング・・・我等の生業 
◎ 卓話    早川 博之 君 
    「 大阪北部地震を振り返って 」  

65周年実行委員会報告 
◎ 例会後の行事  

   第 5 回被選理事会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3162 回 本日（4/17）の例会 

   

◎ ソング・・・日も風も星も 
◎ 卓話    岩﨑 貞治 君 

「 私の履歴書 」 
卓話    内本  繁 君 

      「 オープンたかつきについて」  
       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3163 回 次回（4/24）の例会 

No.39  2019 年 4 月 17 日 発行 

バリー・ラシン RI 会長 

 

 

 

インスピレーションになろう 

会員数 出席者数 出席率 

50 名 30 名 68.18 ％ 

前々回例会補正後出席率  89.36 ％ 

但し、 Mup 7 名   欠席者 5 名 

出席規定摘用免除有資格者 5 名 

 

 

 

 

 

 

4月は母子の健康月間 

先週（4/10）の例会から 

◎ビジター            計 1 名 
 
 びわ湖ブルーエナジー株式会社 深野 裕一 様 
  

 

◎会長の時間  
 
今日は観桜会です。クラブ運営委員会の皆様と河合

委員長のご尽力で彦根城にお邪魔することになりま
した。皆様の日頃の行いのおかげで、お天気は上々で
ございます。桜は……「散華こそ武士道」ということ
で、武士道を極められるのではないかと思います。水
郷巡りに行かれる方もおられると思います。是非楽し
んできてください。私は「菓心・おおすが」と「たね
や・美濠の舎（たねやみほりのしゃ ）」巡りをする予
定です。 
お花見といえば、現在では日本の代名詞ともなって

いる桜ですが、平安時代の主役は梅でした。新元号「令
和」にも「梅を愛でる風情」を包括しています。梅は
飛鳥時代に薬として日本に入ってきましたが、梅を美
しく咲かせるには人の手を借りなければならないと
ころから貴族の間で梅を育てることが流行しました。 

 

THE ROTARY CLUB OF TAKATSUKI  国際ロータリー 第２６６０地区 

四つのテスト 

Ⅰ．真実かどうか 

Ⅱ．みんなに公平か 

Ⅲ．好意と友情を深めるか 

Ⅳ．みんなの為になるかどうか 
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例会場 オーロラモール高槻西武６階 多目的ホール TEL 072-684-5379 

創 立 1954 年 6 月 15 日 

会長 伊藤智秋 幹事 石田佳弘 クラブ運営委員長 河合一人 会報担当副委員長 長山正剛 
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高槻ロータリークラブ 

 

※5 / 1 は、定款による休会 

※5月の誕生・結婚・入会・創業 記念月御祝は、 
5/8（水）例会にて行います。 

 

 

 

◎3 月度皆出席表彰 

 

清水 利男君    通算 20 年 

藤井 敏雄君     連続 10 年 

石田 佳弘君     通算  7 年 

河合 一人君     通算  7 年 

     
 

◎米山功労者表彰 

 

西田 直弘君   第 7 回米山功労者 
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一方、桜には神話があります。昔々、天照大神が高天

原を平定するようにと孫の瓊瓊杵命（ににぎのみこと）
を遣わされました。瓊瓊杵命（ににぎのみこと）は桜の
花の下で髪を梳く美しい女性に出会いました。瓊瓊杵命
は「サクラ姫さん、サクラ姫さん。あなたのお名前は何
とおっしゃるのですか？」「私は木花開耶姫と申します。」
と答えられました。この出会いがきっかけで、瓊瓊杵命
は木花開耶姫と結婚することになるのですが、木花開耶
姫のお父さん大山祇神（おおやまつみのみこと）に姉の
磐長姫（いわながひめ）も一緒に娶るようにと提案され
ます。しかし、瓊瓊杵命は美しい木花開耶姫だけを選び、
醜かった磐長姫を送り返してしまいました。これに対し
父神は激怒、「磐長姫はあなたの命が石のように永遠でい
られるように願ってのこと。これを送り返したことであ
なたの命は木花開耶姫のように、はかなく短いものとな
るでしょう」と告げました。これによって人間の命も美
しいサクラの花がすぐに散ってしまうように短いものと
なったとさ。 
ところで、「花の命は短くて 苦しきことのみ多かり

き」という言葉がございますが、これは「放浪記」の作
者・林芙美子が色紙によく好んで書いた言葉だそうです。
林芙美子は、心臓弁幕症という持病があるにもかかわら
ず、自らも心のまま奔放に生き、ストレス、夜更かし、
酒、たばこが原因で４８歳の若さで亡くなっております。 
 私達も「磐長姫」を取りこぼさず、健康に留意するこ
とによって「人生１００年時代」を謳歌するべきだと思
います。会長の時間を終わります。 
 
 
◎幹事報告 
・本日はございません。 
 
 
◎移動例会（観桜会）より 

 

【スケジュール】 

15：00  彦根到着  

15：00～ 彦根城周辺散策 

17：00  彦根キャッスルアンドリゾートにて夕食 

19：30  帰路へ 

21：00  高槻到着 

 

【参加者】 会員 30 名・ご家族 6 名・深野元会員 

 
 

                           

 

 

 

 

 

 


